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■「まちなみ交流館 1日松木家住宅」保存修理工事の概要
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0事 業 名
●事業主体

●事業年度

●構造形式

●延床面積

●総事業費

●総合監修

●耐震診断

●設計監理

●施  エ
●財源内訳

●九l州新幹線…

●」R鹿児島本線
●畑川′ヽス……

●九州自動車道

筑後船小屋駅より  約 1 8km
」R羽犬塚駅より  約 18k¬
羽犬塚乗草、黒木下車 約60分
八女 Cより約1 6kln  約35分
広川 Cより約1 6km 約35分

街なみ環境整備事業 (まちづくり交付金)

黒木町

平成1718年度 (18年度繰越)
木造三階建 入母屋造桟瓦葺 [居蔵造 (いぐらづくり)]
33440面 (1階 :1897]面 2階 :]1880雨 附属屋 :2589雨 )
67,776(千 円)

九州大学大学院芸術工学研究院歴史環境研究室

九llヽ 1ヽ大学大学暁芸術工学研究院建築構造研究窒

い都市環境研究所九州事務所

lttl黒木建設

国費 30,929(千 円)起債 33,915(干 円)一財 2,932(干円)

江戸時代より黒木地区には、矢部川の豊かな水の恵みに感謝する「川祭」

が残され、町内会単位の34組が当番制により守り続けています。戦後、

春の川祭のみに集約されましたが、共同による清掃活動で環境美化も

良好です。明治 13年の黒木町大火を経験して、密集する木造建築ゆえに

コミュニティーの結束も固く、観音講など集落単位の社交場も息づいて、

緊密な地域のネットワークが築かれています。

桑原集落のお観音語 下町下之丁の祭礼簿 :表紙
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田」及び組の範域と祭TE空間

平成16・ 17年度に文化庁の伝統的建造物群保存対策調査のアンケートで、

伝統家屋に愛着をもち、住み続けたいとする意思表示が83%に達し、
これからのまちづくりに反映させていくことが課題となっています。

今後、安心・安全に住み継いでいくには、大規模地震や火災を想定した
「防災計画Jの策定が前提となり、川祭の 「組」を単位とする自主防災
組織の役割を担いながら、基礎的母体として「防災まちづくりJIこ 向けた

住民と行政の協働が求められています。
▼   ▼

ゝ

まちなみ交流館 旧松本家住宅

短媚341217 福岡県八女市黒木町黒木802
TEL 0943‐42‐0004
開館 10:00～ 1700 休館 月曜 年末年始

八女市黒木支所 まちづくり推進係
583牛 1292 福岡呉八女市黒木町今13141
TEL 0943‐ 42‐ 1112(直通) FAX 0943-42-4591
http://www city yame fukuoka,p/
E‐mai kurog卜 kanko@city yame lg,p
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■「川祭」が支える地域コミュニティー

旧土陽町

広川町

/
l日星野村

へ資市鼻木

旧矢部村

島

旧立花町

旧黒木町
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○黒木支所
1普旧隈本家住宅回劉
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防災まちづくり総括図



■ 甦る明治の建築文化 ―防災型町家住宅の誕生― ■「旧松本家住宅」歴史と建築的特徴

黒木‖]では初めての学術調査に基づく本格的な保存修理工事を実施し、

平成 18年 H月 に着工、8ヶ月の工期を要し、「J19年 7月 に竣工しました。
優れた工法と地元材により建設された伝統町家は、釘跡や仕口 llチl穴など

のィl艮跡を丹念にたどり、履歴に基づき建築当初の姿に復原されました。

今回、大地震や火災を想定した先進的な工法を導入し、九州では初めて

の防災型町家住宅の施工例となり、本工事から得られた建築データは、

平成22年度から清手の黒木地区の修理 修景事業に反映されています。

軸組の不陸調整 柱の根継ぎと構造補強

tづン

♭

松木己之助商店店頭 (昭和13年 )  まちなみ交流館旧松木家住宅 (平成19年 )

「旧松木家住宅Jは、表構えを残す居蔵造の町家を代表する存在です。

棟木の墨書銘から、明治 13年 (1880)の黒木町大火の翌 14年に建設さ

れたことが確認され、建物登記簿からは、穴見免市 (～ M27)、 倉負国蔵

(M27～ )、 綾戸仙助 (T3～ )、 松木己之助 (T13～ )の所有履歴が判明し、

店舗兼住居として最近まで使用されてきました。

当町家は、平成 16年の学術調査により建築史的価値の極めて高いこと

が明らかとなり、平成 18年に町が建物の寄贈を受け、同年7月 7日 付けで

町有形文化財 (建造物)に指定しました。

今回、限界耐力計算法い)に基づく耐震診断と構造補強により、外壁は

建築当初の中塗り仕上げ、腰壁に緑泥片岩、入口は吊上げ大戸と鉄格子

を嵌めた外観に復し、平成 19年 10月 、「まちなみ交流館 旧松本家住宅 J

として新たに開館しました。

当館は、国遇定「重要伝統的建造物群保存地区」(ネ )の中心部に位置し、

町並み保存や白主防災活動など住民主体のまちづくりを通じて、地域コミ

ュニティーを育む中核施設の役割を担っています。

◆ 旧松木家住宅の建築的特徴
○墨誉銘により建築年代と建築主、大工、木挽、/「官の名前が明確【資料①〕

○「居蔵造J形式の町家
'′
と築のなかで、間日及び梁間とも最大規模【資料②】

○一階表構えは車l先に雨戸を引き通し、二重の戸締りにより最上質【資料③】

○内部は午縁天丼をつり座敷を上下に、二階表に広大な物習にを配置【資料④】

零

漆コ食壁と片開きの鉄格子窓 (三階)

I資料④‐A】 ―階概観

―階平面 (Si1/400)①

【資料④―B】 三階概観

【資料③】摺上・跳上大戸と雨戸 (―階)

―階座敷

―階納戸

二F皆座敷

建築東西の両端部は腐朽による沈下のため、
ジャッキアップにより水平を回復しました。

腐朽部分は根継ぎして地貫を通し、外側に

補強材を通して土壁の崩君を防いでいます。
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土壁の補修 側壁に青石 (緑泥片岩)[断面トーーー

当初の壁は極力残し、内部に木舞をえつり、 田J迫側に沿つた建物西面の腰壁部分には、
配線などは埋め込み意匠を整えています。  青石が張られ、断面から見た立ち姿です。

老朽化した伝統家屋を「まちなみ交流館Jとして新たに一般公開するため、

耐震診断による構造補強を施し、建物の安全性を一段と高めました。

■問筋には新設の上壁、壁面は面格子、床下や梁筋には制震ダンパーを

組み入れ、伝統工法とハイテク部材により耐力を確保しています。

特に、新設の上壁と面格子部分は建築当初の履歴にはないため、古色を

塗らず素木のままとし、当初材と後補材の明確な区別を図りました。

地震ハザードマップや耐震調査結果から、黒本側Jは全国の市町村のなかで、

最も安定した地盤のひとつにあることも判明しています。

構造補強壁 [新設] 足固めと制震ダンパー

梁間方向に壁が少ないため、構造補強腰壁 建物床下には足固めを新たに通し、東周りに
とし、制震ダンパーを組み込んでいます。  制震ダンパーを入れ構造補強しています。

【資料①】主屋棟木墨著銘 (原文 :縦書)

明治十四年巳二月八日棟上 穴見要造建是
林梁 黒木町熊木藤平 四朱理r馬場忠吉
本挽 輻井上甚平 H同清市
左宮 本分村松尾彦太郎 系原山日宇市
明治十三年四月十一日夜失火二付焼失

其後同巳二月是建 孫子永 譲々是者也
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【資料②】梁間断面 (Si1/400)

*限界耐力計算法
平成 12年 6月施行の改正建築基拳法から、大きな変形能力を有する軸組構法に

よる伝続的建築物の耐震性能を適切に評価し、安全限界での耐震設計と構造補

強が可含〕こなりました。建物の架構や木材のめり込み特性を生かし、耐力と変形

に関する値が、限界を超えないことを実験データに基づき証明する計算法。

*重要伝統的建造物辞保存地区
伝統的建築物 (町家 屋敷 土蔵 寺社など)や工作物 (石積み 塀 祠ナ(共ど)、
rR境物件 (樹木 庭 生垣など)から構成さイモ、歴史的風致を形成していくため
市町村が保存地区を定め、その価値が特に高しヽものをさらに国が選定した地区。
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三階平面 (S:]/400)① 三階表 (東 )


